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Syslog Watcherは EZ5 Systems社の登録商標です。 

その他の社名および製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。 

 

変更履歴 

版 発行日 変更内容 

第 1.0版 2015/03/30 新規作成：ver 4.7.x対応 

第 2.0版 2018/06/01 ver5.0.x対応 

第 2.1版 2022/01/31 ver5.2.3対応 

第 3.0版 2023/01/05 ver6対応、インストールガイドと分離 

第 3.1版 2023/02/03 v5からの変更点、バックアップファイルの移行手順追記 

第 3.2版 2023/04/03 ver.6.2.12対応、ストレージファイル変換時の注意点追記 

第 3.3版 2023/09/25 ver.6.2.15対応 

第 3.4版 2024/03/15 ver.6.5対応 

 

資料について 

この資料は、Syslog Watcher 6のアップグレード手順を説明するものです。 

Syslog Watcherの使い方や機能についての説明は含まれていません。 

詳しくは「Syslog Watcher 6 インストールガイド」、「Syslog Watcher 6 導入ガイド」をご参照ください。 

 

ご注意ください！ 

 

・ v5.x以前のライセンスキーを Syslog Watcher 6に登録することはできません。 

アップグレード作業を実施する前にライセンスキーの移行手続きを行ってください。 

移行手続きの詳細は、パートナー販社または弊社営業までお問い合わせください。 

・ v6へのアップグレード作業は、Syslog Watcherサーバーの停止を伴います。

Syslog Watcherサーバーの停止期間中に届いた Syslog メッセージは収集できない

ため、失われます。 

・ アップグレード前に事前検証をご希望の場合は、Syslog Watcher 6 インストール後、

評価版ライセンスをご入手ください。評価版では、Enterprise ライセンスの機能を 30

日間無料で使用できます。 

・ v5.xより前のバージョンから最新バージョンへアップグレードする場合は、弊社まで

お問い合わせください。 
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1 v5からの変更点 

本章では v5.x と v6の変更点について説明します。 

1.1 機能 

v6では、おもに以下の機能が追加・変更・廃止されました。 

詳細な変更点やマイナーアップデートでの変更点は、バージョンヒストリーをお読みください。 

機能追加 

・ ユーザーインターフェイスを刷新、日本語インターフェイスに対応しました。新しく追加された「サー

バー」タブから、Syslog メッセージの受信状況がリアルタイムで確認できます。 

・ マルチスレッド 64 ビットアーキテクチャに変わりました。これに伴い、最小ソフトウェア要件が 

64bit OS のみとなります。 

・ TLS 通信に対応しました。Syslog メッセージの受信、Syslog サーバー転送に TLS 通信を選択

できます。 

・ Syslog メッセージから任意のフィールドを抽出する、パーサー機能が追加されました。 

・ Syslog 発信元をグループ登録できる機能が追加されました。 

機能変更 

・ 有償ライセンスが「Professional」、「Enterprise」、「Ultimate」の 3 種類に変わりました。 

ライセンスの種類に応じて、受信メッセージ数、同時接続可能な TCP/TLS クライアント数、受信可

能な Syslog 発信元の数に上限が生じます。 

・ ライセンスキーの桁数が変わりました。v5.x までのライセンスキーは v6 には登録できないため、

v6 ライセンスキーへのアップグレード、もしくは v6 ライセンスキーの新規購入が必要です。 

新形式（v6）    ： 4桁の英数字をハイフン（-）区切りで 5個並べた値 

旧形式（v5以前）： 6桁の英数字をハイフン（-）区切りで 10個並べた値 

・ ライセンス登録時、インターネット環境への接続が必要となります。オフライン環境でライセンス登録

を行う場合は、メーカーへの対応依頼が必要です。 

・ ストレージファイルが日付ごとに作成されるようになりました。 

・ ストレージファイルのバックアップ機能が廃止され、アーカイブ機能が追加されました。 

v5.x のバックアップ機能はすべてのストレージファイルを複製する完全バックアップ方式でしたが、

v6 のアーカイブ機能は、前日に作成されたストレージファイルのみ複製・圧縮する増分バックアップ

方式となります（初回有効時は未アーカイブのストレージファイルをすべて複製・圧縮します）。 

機能廃止 

・ Syslog メッセージの削除、インポート機能が廃止されました。 

・ 複数の Syslog Watcher Managerへリモート接続する機能が廃止されました。 

他の SyslogWatcher サーバーへリモート接続する場合は、RDP 接続を行ってください。 

・ ベンダーパックが廃止されました。機種個別の追加情報を設定する場合は、ナレッジ機能をご利用

ください。 

 

https://www.jtc-i.co.jp/img/versionhistory_syslogwatcher.pdf
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1.2 インストール環境 

Syslog Watcher 6 は、旧バージョン（v5.x）と異なるプログラムファイル、サービス名、作業フォルダー、

ストレージフォルダーを使用します。 

v6 と v5.xの違いは以下のとおりです： 

 Syslog Watcher 6 Syslog Watcher 5 

プログラム 

ロケーション 
C:¥Program Files¥Syslog Watcher NG C:¥Program Files (x86)¥Syslog Watcher 

サービス名 Syslog Watcher NG Server Syslog Watcher Server 

実行ファイル 
C:¥Program Files¥Syslog Watcher 
NG¥SWNGServer.exe 

C:¥Program Files (x86)¥Syslog 
Watcher¥SWService.exe 

作業フォルダー C:¥ProgramData¥SyslogWatcherNG C:¥ProgramData¥Syslog Watcher 

ストレージフォルダ

ー（デフォルト） 
C:¥ProgramData¥SyslogStorage C:¥ProgramData¥Syslog Watcher¥Storage 

ストレージファイル 

フォーマット 
日付別に容量無制限で保存可能 Severity別に最大 1TBまで保存可能 

サーバーログの 

保存先（デフォルト） 
C:¥ProgramData¥SyslogWatcherNG¥logs C:¥ProgramData¥Syslog Watcher¥Logs¥ 

サーバーのダウンタイムを最小にするため、メーカーは旧バージョンをアンインストールせず（残したま

ま）、同一マシン上でアップグレード作業を行うことを推奨しています。 

しかしながら、Syslog Watcher 6 を既存の v5.xのマシンへインストールしただけでは、設定情報および

ストレージファイルを引き継ぐことはできません。 

設定およびストレージファイルを v6へ引き継ぐ場合の作業の流れは以下の通りです。 

 Syslog Watcher Manager 5.xの設定内容を控える 

 Syslog Watcher 6をインストールし、控えておいた v5.xの設定内容を v6 Managerに設定する 

 v5.xのサーバーを停止する 

 ストレージ変換ツールを使用して、v5.xストレージファイルを v6用へ変換する 

 v6のサーバーを開始する 

v5 とは別のマシンでアップグレード作業を行う場合は、ストレージファイルを v6 用に変換した後、v6 の

マシンにコピーしてください。 

Syslogを送信するデバイスで、Syslog送信先の切り替え作業も適宜実施してください。 
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2 v6へのアップグレード 

本章では v5.x以降のバージョンの Syslog Watcherを v6へアップグレードする手順を説明します。 

2.1 v6 インストールと初期設定 

1. 弊社ソフトウェアダウンロードページからインストーラーをダウンロードし、Syslog Watcher 6 をイン

ストールします。 

インストール手順については「Syslog Watcher 6 インストールガイド」をお読みください。 

2. Syslog Watcher 6でライセンスを登録します。 

ライセンスの登録手順については、「Syslog Watcher 6 インストールガイド」－「6 ライセンス登録」

をお読みください。 

3. Syslog Wacher 6で Syslog受信設定、ストレージ設定、言語設定などを行います。 

Syslog Watcher 5.xから設定を引き継ぐ場合は、v5.xの設定内容を事前に控えておいてください。 

v6の初期設定手順については、「Syslog Watcher 6 導入ガイド」をお読みください。 

 

ご注意ください！ 

この時点では、v6の Syslog Watcherサーバーを開始しないでください。 

v5.xの Syslog Watcherサーバーがまだ稼働しているため、開始に失敗します。 

2.2 v5.xのサーバー停止 

1. Syslog Watcher Manager 5.xを起動します。 

複数のマシンに Managerをインストールしている場合は、ローカル以外すべて終了してください。 

2. メインツールバー上にある「Settings」ボタンをクリックします。 

 

3. 「Server」メニュー「Syslog Watcher Server」にある「Change Startup Type」ボタンをクリックし、

「Startup type:」を「Manual」に設定します。その後、Settingウィンドウを「OK」ボタンで閉じます。 

 

https://www.jtc-i.co.jp/support/download/
https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/syslogwatcher_installupgradeguide_6.0.pdf
https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/syslogwatcher_installupgradeguide_6.0.pdf
https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/syslogwatcher_setupguide_6.0.pdf
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ご注意ください！ 

「Startup type:」は必ず「Manual」に設定してください。 

「Automatic」になっていると、v6で Syslogを受信できなくなる可能性があります。 

4. Syslog Watcher Manager 5.xのメインツールバー上にある「Stop Server」ボタンをクリックし、 

サーバーを停止します。その後、「×」ボタンで Managerを終了します。 

   

2.3 v5.xから v6用ストレージファイルの変換 

v5.x のストレージファイルと v6 のストレージファイルは形式が異なるため、そのまま引き継ぐことができ

ません。v5.x のストレージファイルを v6 へ引き継ぐ場合は、以下の手順でファイル変換を行ってください。 

ストレージファイルの引継ぎを行わない場合は、この手順をスキップし次の手順 2.4へ進んでください。 

1. 弊社ソフトウェアダウンロードページから、ストレージ変換ツール「StorageConverter-1.1.0.zip」を

ダウンロードします。 

 

2. 「StorageConverter-1.1.0.zip」を展開し、「StorageConverter.exe」を実行します。 

 

  

https://www.jtc-i.co.jp/support/download/
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3. 「[SOURCE] Syslog Watcher folder (Syslog Watcher v5.x):」、 

「[DESTINATION]] Syslog Watcher folder (Syslog Watcher v6.2):」に 

v5.x、v6のストレージフォルダー（Syslog メッセージの保存先）が入力されていることを確認します。 

ご利用環境のストレージフォルダーがデフォルトの保存場所と異なる場合は、「…」ボタンをクリックし、

保存場所を指定します。 

【v5.xのデフォルトの保存場所】 
C:¥ProgramData¥Syslog Watcher¥Storage 

【v6のデフォルトの保存場所】 
C:¥ProgramData¥SyslogStorage 

  

 

ご注意ください！ 

・ [DESTINATION] には必ず空のフォルダーを指定してください。 

指定したフォルダー内に他のファイルやフォルダーが存在する場合、 

次の手順 4.を実行した際にすべて削除されます。 

・ 変換処理中にハードディスクの空き容量が不足すると、変換処理に失敗します。 

ハードディスクの空き容量が、現在の v5ストレージファイルのデータ量より多いこと

を確認してください。ハードディスクに十分な空き容量がない場合は、USB メモリや

外付け HDD等の外部ストレージを一時的な保存先としてご使用ください。 

NASやファイルサーバー、クラウドドライブはご利用いただけません。 

4. 「Convert」ボタンをクリックし、ファイル変換を実行します。 

「WARNING: All files that are currently in the destination folder will be deleted. （保存先フォル

ダー内にあるファイルは、すべて削除されます。）」という警告メッセージが表示されたら、「OK」ボタ

ンをクリックします。 
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5. 「Results:」欄に「Finished.」というメッセージが表示されたら、v6のストレージフォルダーに 

以下のファイルが作成されたことを確認します。 

 日付別に作成されたストレージファイル「yyyy-mm-dd」 

 storage.index 

 storage.index-journal 

 

6. Syslog Watcher 6の「ストレージ」タブを開き、Syslog メッセージの件数が表示されていることを確

認します。件数の数字をクリックすると、ビューアーの起動メニューが表示されますので、ビューアー

を起動し、変換された Syslog メッセージが閲覧できることを確認してください。 

 

 



Syslog Watcher 

Syslog Watcher 6アップグレードガイド Rev 3.2. 8 

  

7. Syslog Watcher 6のメインツールバー上にある「サーバー設定」をクリックし、「ストレージ」設定を開

きます。 

 

 

8. ストレージフォルダーをエクスプローラーで開きます。 

ストレージの日付とフォルダーの合計サイズを確認し、「保持期間(日)」および「ストレージファイルの

最大値（GB）」の制限に該当するファイルがないか確認します。 

例： 

12月 1日時点で以下のストレージファイルが存在する場合、デフォルトの保持期間（30日）により、

「2022-10-20」～「2022-10-31」は削除されます。 

ストレージファイルの最大値は上限（1000GB）を超えていないため、残りのファイルは削除されませ

ん。 

 

 

削除 
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削除対象となるファイルがある場合は、保管が必要な分だけ設定値を変更し、「適用」ボタンをクリッ

クしてください。 

ストレージ設定の詳細は、「Syslog Watcher 6 導入ガイド」をお読みください。 

 

 

ご注意ください！ 

・ 次の手順でサーバーを開始すると、ストレージの制限が適用されます。 

ストレージの制限により削除されたファイルは、もとに戻すことができません。 

すべてのアップグレード作業が完了するまで、v5のストレージファイルは 

削除せずに保管しておいてください。 

・ ストレージサイズの最大値は、ディスクの空き容量を超えない範囲で設定してく

ださい。 

ストレージファイルの合計サイズがディスクの空き容量を超えた場合、 

Syslog受信、保存がエラーとなります。 

  

https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/syslogwatcher_setupguide_6.0.pdf
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2.4 v6のサーバー開始 

1. Syslog Watcher 6のメインツールバー上にある「サーバー開始」ボタンをクリックし、サーバーを開

始します。 

 

2. 「サーバー」タブの表示が「開始前」から「実行中」に変わり、Syslog メッセージを受信していることを

確認します。 
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2.5 バックアップファイルの移行 

v5.x のバックアップファイルを v6に移行する必要がある場合は、以下の手順を実施してください。 

バックアップ機能を無効にしている場合、移行の必要がない場合はこの手順を無視してください。 

1. Syslog Watcher Manager 5.xを起動し、メインツールバー「Settings」をクリックします。 

 

2. 「Storage - Backup」メニューを開き、バックアップファイルの保存場所を確認します。 

「Explore Folder」をクリックし、バックアップファイルが存在することを確認します。 

 

 

 

v5.0.4までのバージョンをご利用の場合、バックアップファイルの末尾に 

「.bak」がつきます。その場合は「.bak」の部分を削除し、上図と同じファイル名に 

変更した上で次の手順を実施してください。 
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3. ストレージ変換ツール「StorageConverter.exe」を実行します。 

 

4. 「[SOURCE] Syslog Watcher folder (Syslog Watcher v5.x):」に、手順 2.で確認した v5.xのバック

アップファイル保存場所を指定します。 

「[DESTINATION]] Syslog Watcher folder (Syslog Watcher v6.2):」に、変換後のバックアップファ

イルを保存する任意の空のフォルダーを指定します。 

 

5. 「Convert」ボタンをクリックし、ファイル変換を実行します。 

「WARNING: All files that are currently in the destination folder will be deleted. （保存先フォル

ダー内にあるファイルは、すべて削除されます。）」という警告メッセージが表示されたら、「OK」ボタ

ンをクリックします。 
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6. 「Results:」欄に「Finished.」というメッセージが表示されたら、変換後のバックアップファイル保存場

所に以下のファイルが作成されたことを確認します。 

 日付別に作成されたストレージファイル「yyyy-mm-dd」 

 storage.index 

 storage.index-journal 

 

7. Syslog Watcher 6の Managerを開き、メインツールバー「切断」をクリックします。 

（「切断」をクリックしても、Syslog Watcherサーバーは停止しません。） 

 

8. メインツールバー「ストレージを開く」をクリックします。 

 

9. 「ストレージフォルダーを選択」ウィンドウが開いたら、変換後のバックアップファイル保存場所を選択

し、「フォルダーの選択」をクリックします。 
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10. 「ストレージ」タブが開き、バックアップファイルの Syslog メッセージの件数が表示されます。件数の

数字をクリックし、ビューアーを開いて、変換された Syslog メッセージが閲覧できることを確認してく

ださい。 

 

 

11. サーバーに再度接続するためには、「ストレージを閉じる」をクリックします。 

その後「サーバーの管理」をクリックすると、元のサーバー管理画面に戻ります。 
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3 お問い合わせ 

弊社では、Syslog Watcherに関するご意見、フィードバックをお待ちしております。 

Syslog Watcherについてご不明な点がございましたら、以下までお問い合わせください。 

 

ジュピターテクノロジー株式会社（Jupiter Technology Corp.） 
 

住所：   〒183-0023 東京都府中市宮町一丁目 40番地 KDX府中ビル 6F  

URL：   http://www.jtc-i.co.jp 

電話番号：   042-358-1250 

FAX番号：  042-360-6221 

購入前のお問い合わせ先：https://www.jtc-i.co.jp/contact/scontact.php  

または 

   sales@jtc-i.co.jp 
 

購入後のお問い合わせ先：https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/ 

 
 
 
 

発行日 2024年 3月 15日 

ジュピターテクノロジー株式会社 
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